
人、自然、科学を結ぶ　学研都市精華町 
「はなそう」 

H A N A S O U

近代看護の母、フローレンス・ナイチンゲールの生誕にち
なんだ「看護の日記念事業」が５月13日(金)、新祝園駅改
札口前で行われました。精華町国保病院の看護師による介
護相談や血圧÷体脂肪÷血管年齢などの測定が行われ、買い
物帰りのお年寄りなどが足を止め、いろいろな健康チェック
を受けながら、看護師のアドバイスに聞き入っていました。

看護の心をみんなの心に
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・
参
加
す
る
人
が
元
気
に
な
る
も

の
で
あ
る
こ
と

・
参
加
す
る
人
同
士
が
お
互
い
に

元
気
を
分
か
ち
合
い
、
共
有
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と

・
人
と
人
の
つ
な
が
り
の
な
か

で
、
元
気
の
輪
が
広
ま
る
も
の

で
あ
る
こ
と

・
参
加
す
る
人
た
ち
で
で
き
る
も

の
で
あ
る
こ
と

・
健
康
増
進
計
画
に
関
係
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と

本
年
度
は
、
５
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

さ
あ
！
こ
れ
か
ら
塾

還
暦
や
定
年
、
子
育
て
卒
業
は

新
た
な
人
生
の
始
ま
り
。
こ
れ
か

平
成
19
年
度
に
策
定
し
た
健
康
増
進
計
画
（
健
康
づ
く
り
宣
言
）。
こ
れ
は
、
病
気
を
予
防

し
、
病
気
の
悪
化
を
防
ぎ
な
が
ら
、
生
き
が
い
や
張
り
合
い
を
持
ち
、
生
き
い
き
輝
く
住
民
が

い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
を
目
指
す
た
め
の
も
の
で
す
。
元
気
で
健
康
な
住
民
が
増
え
る
よ
う
、
平
成

20
年
度
か
ら
健
康
を
テ
ー
マ
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
力
に
よ
る
元
気
・
健
康
づ
く
り
の
輪
が
、
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ら
が
本
当
の
自
分
の
人
生
と
も
い

え
ま
す
。
あ
な
た
も
、
心
地
良
い

仲
間
が
迎
え
て
く
れ
る
「
さ
あ
！

こ
れ
か
ら
塾
」
で
、
再
出
発
し
ま

せ
ん
か
。

同
塾
は
、
と
に
か
く
楽
し
く
気

楽
に
や
ろ
う
と
い
う
仲
間
た
ち
ば

か
り
。
例
会
は
毎
月
１
回
で
す
。

何
で
も
や
っ
て
み
よ
う
と
、
思

い
つ
く
ま
ま
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や

Ｊ
Ｒ
１
日
切
符
で
の
日
帰
り
の

旅
、
歌
声
喫
茶
、
う
ど
ん
・
そ
ば

う
ち
に
も
挑
戦
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
カ
ラ
オ
ケ

大
会
、
材
料
を
集
め
て
の
ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
、
女
性
メ

ン
バ
ー
の
指
導
で
カ
ス
テ
ラ
ま
で

作
っ
て
し
ま
う
と
い
う
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
豊
か
な
、
何
で
も
あ
り
の

交
流
塾
で
す
。

企
業
や
組
織
を
離
れ
、
家
庭
も

一
段
落
し
、
新
た
な
人
生
を
歩
み

始
め
た
シ
ニ
ア
層
の
皆
さ
ん
。
こ

う
い
っ
た
方
々
に
明
る
い
明
日
を

届
け
る
の
が
こ
の
塾
の
果
た
す
役

割
な
の
で
す
。

い
き
い
き
健
康
ウ
ォ
ー
ク

「
い
き
い
き
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」は
、

た
だ
歩
く
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
歩
数
計
の
デ
ー
タ
を
取
り
込

み
毎
月
集
計
す
る
こ
と
で
、
健
康

管
理
を
し
て
い
ま
す
。こ
の
ほ
か
、

歩
き
方
の
講
習
会
を
開
い
て
効
果

的
な
歩
き
方
を
学
ん
だ
り
、
町
の

歴
史
に
ふ
れ
な
が
ら
楽
し
く
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
し
た
り
し
て
い
ま

す
。年

々
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

の
種
類
は
増
え
て
い
ま
す
。
今
で

は
、
町
内
の
半
日
コ
ー
ス
か
ら
町

外
の
一
日
コ
ー
ス
ま
で
あ
り
ま

す
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
す
る

な
か
で
、
趣
味
や
健
康
に
つ
い
て

の
話
が
で
き
る
な
ど
、
交
流
も
深

ま
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
歩
数
計
の
歩
数
を
累

計
し
て
、
東
海
道
五
十
三
次
の
距

離
を
歩
く
こ
と
も
企
画
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
と
楽
し
く
歩
い
て
い

る
う
ち
に
「
江
戸
ま
で
の
距
離
」

笑顔の輪が広がる「さあ！これから塾」

歴史を学びながら歩く「いきいき健康ウォーク」

本年度「健康づくりプ 
ロジェクト」のご案内 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
件

本
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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を
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

せ
い
か
食
育
劇
団
も
ぐ
も
ぐ

劇
や
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
を
通
し

て
、
食
の
大
切
さ
を
広
め
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

昨
年
制
作
し
た「
い
ち
ご
く
ん
」

「
い
ち
ご
ち
ゃ
ん
」
の
着
ぐ
る
み

や
、
寸
劇
に
使
用
す
る
食
べ
物
の

ぬ
い
ぐ
る
み（
劇
団
員
の
手
作
り
）

は
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
。

今
年
も
９
月
か
ら
、
町
内
の
保

育
所
・
幼
稚
園
で
「
お
や
つ
だ
〜

い
す
き
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
ペ
ー

プ
サ
ー
ト
や
寸
劇
に
よ
る
食
育
活

動
を
し
ま
す
。

現
在
の
劇
団
員
は
17
人
。
出
演

以
外
の
役
割
も
、
漫
画
・
手
芸
・

脚
本
な
ど
、い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
と
一
緒
に
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
と
笑
い
声
に
癒
や
さ
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。
劇
団
員
・
見
学
者
募

集
中
で
す
。

い
ち
ご
☆
体
操
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

住
民
の
皆
さ
ん
が
「
体
を
動
か

す
こ
と
で
元
気
に
な
っ
た
」
と
感

じ
る
こ
と
を
第
一
の
目
標
に
し
て

い
ま
す
。

精
華
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
体
操
で

元
気
を
広
め
た
い
と
い
う
思
い

で
、
子
ど
も
向
け
の
「
精
華
い
ち

ご
体
操
」
、
大
人
も
楽
し
め
る

「
い
ち
ご
☆
フ
ァ
ミ
リ
ー
体
操
」

を
作
り
ま
し
た
。
町
民
体
育
大
会

や
町
内
の
保
育
所
・
幼
稚
園
、
高

齢
者
サ
ロ
ン
、ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で

普
及
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

現
在
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作
中
で
す
。

体
を
動
か
す
の
が
好
き
な
方
、

体
操
に
興
味
の
あ
る
方
、
元
気
を

お
す
そ
分
け
し
た
い
と
い
う
方
な

ど
な
ど
、
一
緒
に
体
操
を
広
め
て

も
ら
え
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

わ
く
わ
く
健
康
里
山
の
会

東
畑
地
区
の
里
山
交
流
広
場
を

中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

毎
月
第
１
金
曜
日
の
午
前
９
時

か
ら
11
時
ご
ろ
ま
で
里
山
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
里
山
で
野
菜
を
作

り
、
収
穫
し
、
味
わ
っ
た
り
、
里

山
の
季
節
ご
と
の
移
り
ゆ
く
自
然

を
体
感
し
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

せ
い
か
祭
り
で
は
、
里
山
で
の

自
然
の
材
料
を
使
っ
た
手
作
り
工

作
の
ブ
ー
ス
を
出
展
し
て
い
ま

す
。里

山
や
土
い
じ
り
の
好
き
な
人

た
ち
が
集
ま
り
、
楽
し
く
活
動
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

（
4

９
５-

１
９
０
５
）

（
6

９
５-

３
９
７
４
）

いちごちゃんといちごくんは大人気「せいか食育劇団もぐもぐ」

町民体育大会でもみんなで体操「いちご☆体操プロジェクト」

東畑地区の里山を散策「わくわく健康

里山の会」
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７
月
24
日
の
地
デ
ジ
（
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
）
移
行
ま
で
、
残
り

２
カ
月
を
切
り
ま
し
た
。

今
ま
で
の
テ
レ
ビ
放
送
（
地
上

ア
ナ
ロ
グ
放
送
）
は
終
了
し
、
テ

レ
ビ
画
面
右
上
に
「
ア
ナ
ロ
グ
」

と
表
示
さ
れ
て
い
る
テ
レ
ビ
で

は
、
そ
の
ま
ま
で
は
テ
レ
ビ
を
見

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

引
き
続
き
テ
レ
ビ
放
送
を
視
聴
す

る
に
は
、
あ
な
た
の
テ
レ
ビ
を

「
地
デ
ジ
」
対
応
に
変
え
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
地
デ
ジ
の
準
備
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か

―
。

デ
ジ
サ
ポ
京
都
（
総
務
省
京

都
府
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
）へ
の
直
通
電
話
を
設
置
し
た

地
デ
ジ
電
話
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
６

月
27
日
�
〜
８
月
26
日
�
、
町
役

場
に
開
設
し
ま
す
。

地
デ
ジ
の
準
備
が
ま
だ
済
ん
で

お
ら
ず
、
方
法
な
ど
が
よ
く
分
か

ら
な
い
場
合
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
サ
ポ
京
都
で
は
、
電
話
相

談
や
高
齢
者
宅
へ
の
戸
別
訪
問
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

６
月
27
日
�
〜
８
月
26
日
�
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
　

※
期
間
中
の
毎
週
土
曜
日
に

は
、相
談
員
が
常
駐
し
ま
す
。

▼
場
所

町
立
図
書
館
前
交
流
ス
ペ
ー
ス

（
町
役
場
２
階
）

○
問
い
合
わ
せ

デ
ジ
サ
ポ
京
都

（
4
０
７
５-

３
３
０-

３
０
３
０
）

（
6
０
７
５-

２
１
２-

９
１
１
５
）

※
電
話
で
の
受
付
時
間
は
、
平

日
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

（
土
日
・
祝
日
は
午
前
９

時
〜
午
後
６
時
）
で
す
。

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
で

き
て
い
な
い
低
所
得
世
帯
へ
の
支

援
を
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る

世
帯
や
支
援
内
容
は
次
の
通
り
で

す
。

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額
免

除
と
な
っ
て
い
る
世
帯
へ
の
支
援

◆
支
援
の
対
象

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
料
が
全

額
免
除
と
な
っ
て
い
る
世
帯

・
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶

助
を
受
け
て
い
る
世
帯

・
障
害
者
が
い
る
世
帯
で
、

世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税

非
課
税
の
世
帯

・
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し

て
い
る
世
帯

◆
支
援
の
内
容

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の

簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）

を
無
償
給
付
し
、
訪
問
し
て

チ
ュ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま

す
。
ア
ン
テ
ナ
改
修
な
ど
が

必
要
な
場
合
は
、
無
償
で
工

事
を
行
い
ま
す
。

▼
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の

支
援

◆
支
援
の
対
象

世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非

課
税
の
措
置
を
受
け
て
い
る

世
帯

※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
放
送
受
信
契

約
が
必
要
で
す
。

◆
支
援
の
内
容

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の

簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）

を
無
償
給
付
し
ま
す
。

※
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
訪
問
設

置
、
ア
ン
テ
ナ
改
修
な
ど

は
し
ま
せ
ん
。

▼
申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
必
要
書
類
を
添
え
て
、
郵

送
で
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
へ
。

※
申
込
書
は
、
町
役
場
２
階
・

福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
話
な
ど

で
、
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
か

ら
取
り
寄
せ
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

▼
ご
注
意

地
デ
ジ
移
行
ま
で
の
期
間
が
残

り
わ
ず
か
の
た
め
、
こ
れ
か
ら

支
援
を
申
し
込
む
方
へ
の
支
援

は
７
月
25
日
�
以
降
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
支
援
が
必

要
な
方
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

○問い合わせ
◆総務省 地デジチューナー支援実施センター
http://www.chidejishien.jp

・ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯への支援について

(4 0570_033840＝ナビダイヤル、または
4 044_969_5425・6 044_966_8719)

・町民税非課税世帯への支援について

(4 0570_023724＝ナビダイヤル、または
4 043_332_2525・6 043_302_0284)

◆NHKふれあいセンター
http://www.nhk.or.jp/jushinryo/

・放送受信契約について

(4 0570_077077＝ナビダイヤル、または
4 050_3786_5003・ 6 045_522_3044)

・受信料全額免除手続きについて

(4 0570_000588＝ナビダイヤル、または
4 050_3786_5109・ 6 045_522_3044)

※いずれも受付時間は、平日午前９時～午後９時(土・
日・祝日は午前９時～午後６時)です。

申
込
急
い
で 

チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援 

２
カ
月 

あ
と 
地
デ
ジ
移
行

地
デ
ジ
移
行
ま
で
ま
で 
地
デ
ジ
移
行

地
デ
ジ
移
行
ま
で
ま
で 

準
備
は
お
済
み
で
す
か
？ 

地
デ
ジ
移
行

地
デ
ジ
移
行
ま
で
ま
で 
地
デ
ジ
移
行
ま
で 

地
デ
ジ
相
談

コ
ー
ナ
ー
開
設
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本
年
度
の
各
地
区
の
町
政
協
力

員
41
人
を
こ
の
ほ
ど
、
委
嘱
し
ま

し
た
。

町
政
協
力
員
は
、
町
の
特
別
職

で
非
常
勤
職
員
で
す
。
諸
通
知
の

伝
達
や
、
町
政
の
普
及
徹
底
に
関

す
る
こ
と
、
町
行
政
で
の
住
民
と

の
相
互
連
絡
に
関
す
る
こ
と
な
ど

が
職
務
で
す
。

町
で
は
毎
年
、
各
自
治
会
か
ら

の
推
薦
に
よ
り
、
町
政
協
力
員
を

委
嘱
し
て
い
ま
す
。
町
政
の
円

滑
・
効
果
的
な
運
営
の
た
め
、
町

と
地
域
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご

活
躍
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

委
嘱
さ
れ
た
方
々
は
次
の
通
り

で
す
（
カ
ッ
コ
内
は
地
区
名
）。

・
新
司
�
輝
（
菱
田
）

・
前
田
二
一
六
（
滝
ノ
鼻
）

・
渡
邊
睦
雄
（
中
久
保
田
）

・
中
川
芳
博
（
舟
）

・
林
輝
男
（
里
）

・
石
神
好
一
（
僧
坊
）

・
久
保
忠
雄
（
谷
）

・
星
山
根
伯
（
旭
）

・
川
井
英
嗣
（
北
稲
八
間
）

・
坂
本
良
太
（
南
稲
八
妻
）

・
三
宅
武
（
植
田
）

・
保
田
剛
毅
（
菅
井
）

・
伊
藤
鷹
夫
（
北
ノ
堂
）

・
白
川
宏
（
馬
渕
）

・
木
村
光
雄
（
南
）

・
前
西
隆
次
（
祝
園
西
一
丁
目
）

・
小
野
祥
一
郎
（
中
）

・
　
島
敏
幸
（
東
）

・
森
本
豊
（
西
北
）

・
山
本
功
（
山
田
）

・
杉
島
正
昭
（
乾
谷
）

・
藤
原
毅
廣
（
柘
榴
）

・
中
岡
充
（
東
畑
）

・
椛
澤
真
希
（
光
台
四
丁
目
）

・
林
典
子
（
光
台
五
丁
目
）

・
津
國
喬
（
光
台
六
丁
目
）

・
井
口
順
一
（
光
台
七
丁
目
）

・
澤
和
人
（
光
台
八
丁
目
）

・
片
山
幹
也
（
光
台
九
丁
目
）

・
八
木
章
介
（
桜
が
丘
一
丁
目
）

・
小
久
保
喜
佐
央
（
桜
が
丘
二
丁

目
）

・
山
本
昭
夫
（
桜
が
丘
三
丁
目
）

・
大
谷
昌
弘
（
桜
が
丘
三
丁
目
エ

ス
ペ
ロ
ー
マ
）

・
中
孝
嗣
（
桜
が
丘
四
丁
目
）

・
丸
山
幸
孝
（
精
華
台
一
丁
目
）

・
長
田
芳
典
（
精
華
台
一
丁
目
ト

チ
ノ
キ
）

・
佐
々
木
司
郎（
精
華
台
二
丁
目
）

・
本
西
登
志
子
（
精
華
台
二
丁
目

イ
ン
グ
ス
）

・
榮
達
義（
ア
ズ
・
マ
ニ
ッ
シ
ュ，

コ
ー
ト
）

・
坪
内
浩
一
（
精
華
台
三
丁
目
）

・
古
川
修
（
精
華
台
四
丁
目
）

○
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
１
１
０
番
係

（
4

９
５-

１
９
１
０
）

（
6

９
３-

２
２
３
３
）

６
月
23
日
�
〜
29
日
�
の
一
週

間
は
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で

す
。本

年
度
の
男
女
共
同
参
画
週
間

は「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」

（
積
極
的
改
善
措
置
）
の
推
進
を

重
点
と
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
は
「
チ
ャ
ン
ス
を
分
か

ち
、
未
来
を
拓
こ
う
」
で
す
。
私

た
ち
の
周
り
の
男
女
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機

会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

―
。

女
性
は
人
口
の
半
分
、
労
働
力

人
口
の
４
割
余
り
を
占
め
、政
治
、

経
済
、
社
会
な
ど
多
く
の
活
動
を

担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本

で
は
他
の
先
進
国
と
比
較
し
て
、

指
導
的
な
立
場
で
活
躍
す
る
女
性

が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

男
女
の
役
割
に
つ
い
て
の
固
定

的
な
分
担
意
識
や
偏
見
、
過
去
の

差
別
や
経
緯
で
生
じ
た
男
女
の
社

会
的
格
差
。
こ
れ
ら
は
、
単
に
法

律
な
ど
で
男
女
差
別
を
禁
止
す
る

だ
け
で
解
消
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

こ
れ
に
対
し
、
必
要
な
範
囲
で

男
女
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
参
画
す
る
機
会
を
提

供
す
る
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
「
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」（
積
極
的
改

善
措
置
）
と
呼
ば
れ
、
企
業
や
団

体
、
地
域
社
会
な
ど
で
推
進
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の

例
・
組
織
の
ト
ッ
プ
層
・
管
理
職
に

よ
る
意
識
の
改
革
と
積
極
的
な

取
り
組
み

・
女
性
の
能
力
発
揮
に
対
す
る
支

援
（
女
性
の
登
用
目
標
設
定
な

ど
）

・
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
実
現
（
短
時
間
勤
務
制
度
な

ど
柔
軟
な
働
き
方
の
確
保
な

ど
）

町
で
は
、
こ
の
男
女
共
同
参
画

週
間
に
関
連
し
て
、
Ｄ
Ｊ
・
タ
レ

ン
ト
の
谷
口
キ
ヨ
コ
さ
ん
に
よ
る

人
権
・
男
女
共
同
参
画
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
32
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

人
権
啓
発
課
男
女
共
同
参
画
係

（
4

９
５-

１
９
１
９
）

（
6

９
５-

３
９
７
４
）

４月に開催した町政協力員協議会総会

町
と

地
域
と
を

橋
渡
し 
町
と

地
域
と
を

橋
渡
し 

町
政
協
力
員 

41
人
を
委
嘱 

生
か
そ
う
一
緒
に
、
そ
の
力 
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今
月
は
、
乾
燥
肌
を
紹
介
し
ま

す
。昨

年
11
月
「
い
ろ
い
ろ
な
皮
膚

疾
患
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
健
康
講
演
会
を
町
役
場
で
開
催

し
ま
し
た
＝
写
真
。
講
師
は
、
精

華
台
地
区
で
山
村
医
院
を
開
業
し

て
い
る
山
村
喜
一
先
生
で
す
。
こ

こ
で
紹
介
す
る
の
は
、
そ
の
内
容

の
一
部
で
す
。

▼
季
節
の
要
因

・
夏
、
冷
房
を
効
か
せ
過
ぎ
て

い
る
。

・
冬
、
湿
度
が
低
下
し
た
り
、

暖
房
を
効
か
せ
過
ぎ
た
り
し

て
い
る
。

▼
年
齢
的
な
要
因

・
加
齢
で
皮
脂
の
分
泌
が
低
下

す
る
。

・
加
齢
で
発
汗
量
が
低
下
す

る
。

▼
生
活
習
慣
の
要
因

・
体
を
洗
う
と
き
に
強
く
こ
す

り
過
ぎ
る
。

・
刺
激
の
強
い
洗
浄
剤
を
使
っ

て
い
る
。

▼
病
気
や
体
質
的
な
要
因

・
ア
ト
ピ
ー
体
質
（
ぜ
ん
そ

く
・
花
粉
症
・
結
膜
炎
・
じ

ん
ま
し
ん
・
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
な
ど
）
で
あ
る
。

・
バ
リ
ア
ー
機
能
が
遺
伝
的
に

低
い
。

・
糖
尿
病
、
肝
硬
変
、
慢
性
腎

不
全
な
ど
の
疾
患
が
あ
る
。

乾
燥
肌
を
放
っ
て
お
く
と
バ
リ

ア
ー
機
能
が
低
下
し
、
外
か
ら
の

刺
激
が
入
り
や
す
く
、
か
ゆ
み
を

感
じ
て
ひ
っ
か
い
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
湿
疹
が
で
き
、
さ

ら
に
か
ゆ
み
の
た
め
に
ひ
っ
か
く

と
い
う
、
か
ゆ
み
の
「
悪
循
環
」

に
陥
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
乾
燥

型
の
湿
疹
の
場
合
は
、
薬
物
療
法

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
た
か
が
乾

燥
肌
と
言
わ
ず
、
正
し
い
保
湿
ケ

ア
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

�
洗
う

・
基
本
は
こ
す
ら
ず
、
や
さ
し

く
。
ナ
イ
ロ
ン
タ
オ
ル
や
垢

す
り
タ
オ
ル
の
使
用
は
禁
物

で
す
。

・
低
刺
激
性
で
マ
イ
ル
ド
な
洗

浄
剤
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

・
肌
に
成
分
を
残
さ
ず
、
し
っ

か
り
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。

�
浸つ

か
る

・
浴
槽
に
浸
か
る
…
…
皮
膚
の

汚
れ
が
落
ち
や
す
く
な
り
、

保
湿
剤
が
体
に
浸
透
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

・
入
浴
剤
を
う
ま
く
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

�
塗
る

・
入
浴
後
に
は
必
ず
保
湿
剤
を

塗
り
ま
し
ょ
う
。

・
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
油
性
の
強

い
タ
イ
プ
を
選
び
ま
し
ょ

う
。

・
湿
疹
な
ど
が
あ
る
場
合
は
ま

ず
外
用
剤
を
塗
り
ま
し
ょ

う
。

○
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

（
4

９
５-

１
９
０
５
）

（
6

９
５-

３
９
７
４
）

part

149

治
し
た
い
、
カ
サ
カ
サ
肌

治
し
た
い
、
カ
サ
カ
サ
肌

乾
燥
肌
に
な
る
要
因

放
っ
て
お
く
と
…
…

乾
燥
肌
に
な
ら
な
い
た
め
に
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高
齢
者
向
け
の
「
健
康
づ
く
り

運
動
講
座
」
を
６
月
15
日
�
、
精

華
町
交
流
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま

す
。介

護
予
防
を
お
勧
め
す
る
対
象

者
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
郵
送
で
通

知
し
て
い
ま
す
。
定
員
に
余
裕
が

あ
る
場
合
は
、
そ
の
ほ
か
の
お
お

む
ね
65
歳
以
上
の
方
の
参
加
も
可

能
で
す
。

▼
日
時

６
月
15
日
�
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

▼
場
所

精
華
町
交
流
ホ
ー
ル
（
町
役
場

２
階
）

▼
定
員

約
50
人
程
度

▼
内
容

「
健
康
づ
く
り
体
操
」
・
正
し

い
姿
勢
・
呼
吸
方
法
・
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
　
ほ
か

講
師
／
黒
澤
美
晴
（
運
動
指
導

員
）

※
動
き
や
す
い
格
好
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物

タ
オ
ル
・
茶
な
ど

▼
申
込
期
間

６
月
10
日
�
ま
で

受
付
時
間
／
平
日
午
前
８
時
30

分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５
時

▼
申
込
方
法

電
話
で
次
の
と
こ
ろ
へ
。

○
問
い
合
わ
せ

◆
精
華
町
福
祉
課
介
護
保
険
係

（
4

９
５-

１
９
０
４
）

（
6

９
５-

３
９
７
４
）

◆
精
華
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
か
し
の
き
苑
内
）

（
4

９
４-

４
５
７
３
）

（
6

９
３-

２
２
７
８
）

おそうじ本舗相楽店 検索 

出張・お見積り無料 

エアコンクリーニング 
期間限定　8900円(1台) 
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精華町乾谷65

ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
設
置
し

て
い
る
受
水
槽
（
貯
水
槽
）
な
ど

は
、
１
年
に
１
回
以
上
、
清
掃
し

て
く
だ
さ
い
。

受
水
槽
（
貯
水
槽
）
な
ど
に
ひ

び
割
れ
や
亀
裂
が
な
い
か
、
水
槽

内
部
に
異
物
な
ど
が
混
入
し
て
い

な
い
か
、
水
槽
と
そ
の
周
辺
が
清

潔
に
保
持
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
、

定
期
的
に
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

上
水
道
課
営
業
係

（
4

９
４-

２
０
４
９
）

（
6

９
３-

１
２
４
３
）

受
水
槽
の
衛
生
管
理
を

健
康
づ
く
り
運
動
講
座
開
催

大丈夫？　あなたの食習慣
毎年６月は食育月間です。
これは、食育推進基本法が平成17年６月に制定され

たことによるものです。この機会にぜひ、あなたの食
習慣を自己点検してみませんか。
�チェック項目
�食事は、ほぼ決まった時間に３食とっている。
�腹八分目を心がけている。
�食事は、主食(ご飯・パンなど)・主菜(肉・魚・
卵・豆腐など)・副菜(野菜物)をそろえている。
�アルコールは飲み過ぎないようにし、休肝日をも
うけている。
�おやつを食べ過ぎない。
�むやみにしょうゆをかけない。
�よくかんでゆっくり食べている。
	野菜を多く食べている。

一日１回、果物と、牛乳またはヨーグルトを摂取
している。
�外食料理、インスタント食品はできるだけひかえる。

�判定(該当する項目の数)
◆８個以上
とても良い食習慣です。この調子で続けましょう。
◆７～５個
「生活習慣病」予備軍とならないために、食習慣
を改善しましょう。
◆４個以下
この食習慣を続けると、生活習慣病【注】が待っ
ています。今すぐ食習慣を改善しましょう。

【注】食事や運動、喫煙、アルコールなどの生活習慣が関与して発
症する病気で、糖尿病や高血圧、高脂血症、肺気腫、虫歯、アル
コール性肝炎などがあります。

◇
精華町では、昨年３月に「精華町食育推進基本方針」

を策定しました。現在、家族ぐるみでの農や食に関す
る体験の機会の提供に取り組んでいます。このほか、
あらゆる機会を通した食育や食に関する情報の提供・
食育を通じて家庭の食生活のあり方を考える機会をつ
くることにも、重点的に取り組んでいます。

○問い合わせ
健康推進課 保健予防係
(4 95_1905・6 95_3974)
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テ
レ
ビ
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送

が
７
月
24
日
�
、
終
了
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
テ
レ
ビ
を
買
い
替
え

る
場
合
、
テ
レ
ビ
は
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
対
象
品
目
で
す
の
で
、
粗

大
ご
み
と
し
て
捨
て
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
は
買
い
替
え

た
店
、
買
っ
た
店
で
、
引
き
取
っ

て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

【
注
】
の
ほ
か
に
、
店
な
ど
で
設

定
さ
れ
た
事
務
手
数
料
が
か
か
り

ま
す
。
事
前
に
確
認
の
う
え
、
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

買
い
替
え
で
な
い
場
合
や
、
買
っ

た
店
が
遠
方
の
場
合
、
買
っ
た

店
が
閉
店
し
た
場
合
な
ど
、
引

き
取
り
を
ど
こ
に
依
頼
す
れ
ば

良
い
か
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
昨
年
度
に
配
布

し
た
「
ご
み
の
分
別
辞
典
」
記
載

の
「
精
華
町
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
協

力
店
」
に
依
頼
す
る
か
、
町
役
場

２
階
・
環
境
推
進
室
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
目

の
不
法
投
棄
や
ご
み
置
場
へ
の
放

置
な
ど
が
な
い
よ
う
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
問
い
合
わ
せ

環
境
推
進
室
環
境
係

（
4

９
５-

１
９
２
５
）

（
6

９
５-

３
９
７
４
）

「
精
華
町
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る

条
例
」
を
７
月
１
日
�
、
施
行
し

ま
す
。

町
に
は
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
な

ど
、
環
境
に
関
す
る
相
談
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。同
条
例
は
、

身
近
な
生
活
環
境
の
責
務
を
定

め
、
モ
ラ
ル
の
向
上
や
環
境
美
化

を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

身
近
な
生
活
環
境
の
保
全
・
美

化
に
関
し
、
町
や
住
民
・
事
業
者

の
皆
さ
ん
の
責
任
と
役
割
を
定
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
協
力
し
て
ま
ち
の
環
境
保

全
・
美
化
に
努
め
、
き
れ
い
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
同
条
例
で
定
め
て

い
る
町
や
住
民
、
事
業
者
そ
れ
ぞ

れ
の
責
務
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
町
の
責
務

環
境
の
保
全
・
美
化
の
推
進
に

関
し
必
要
な
施
策
を
進
め
ま

す
。
さ
ら
に
、
住
民
・
事
業
者

の
皆
さ
ん
の
ま
ち
の
美
化
に
対

す
る
意
識
を
高
め
る
よ
う
に
努

め
ま
す
。

▼
住
民
の
責
務

ま
ち
の
美
化
の
推
進
に
関
す
る

町
の
施
策
に
協
力
し
、
居
住
・

滞
在
す
る
地
域
の
環
境
の
保

全
・
美
化
に
努
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

▼
事
業
者
の
責
務

事
業
活
動
の
な
か
で
、
ポ
イ
捨

て
な
ど
の
防
止
に
努
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
防
止
の

た
め
の
町
の
施
策
に
協
力
し
、

地
域
の
美
観
の
保
持
と
快
適
な

生
活
環
境
の
確
保
に
努
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

今
後
も
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

環
境
推
進
室
環
境
係

（
4

９
５-

１
９
２
５
）

（
6

９
５-

３
９
７
４
）

敬老会にあなたの力を
９月10日(土)にけいはんなプラザで開催する精華町敬

老会のボランティアを募集しています。
内容は、会場準備や案内誘導などです。ボランティア
をしていただける方は、次のところへご連絡ください。
○問い合わせ

福祉課 社会福祉係(495_1904・695_3974)

むくのきセンターは６月17日(金)～19日(日)、「せいか
文化フェスティバル」開催のため、トレーニング室を含
むすべての施設が利用できません。期間中は、午後５時
以降閉館しますので、ご注意ください。
○問い合わせ

生涯学習課 社会体育係 (むくのきセンター内)
(4 98_0200・6 98_0118)

６月17日～19日、むくのきセンター利用制限

リサイクルは 
正しく！ 

リサイクルは 
正しく！ 

精
華
町
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例 

７
月
ス
タ
ー
ト 

精
華
町
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例 

７
月
ス
タ
ー
ト 

【注】

一般的なメーカーの
リサイクル料金

小(15型まで)……1785円
大(16型から)……2835円
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せ
い
か
里
山
の
会
で
は
、
里
山

が
持
つ
豊
か
な
自
然
を
保
全
・
再

生
す
る
た
め
の
下
草
刈
り
な
ど
の

保
全
活
動
を
、
毎
月
第
３
土
曜
日

【
注
】、
東
畑
地
区
「
里
山
交
流
広

場
」
で
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
活
動
趣
旨
に
賛
同
い
た

だ
け
る
会
員
や
各
グ
ル
ー
プ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

特
に
、
本
年
度
か
ら
は
稲
作
体

験
に
も
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
注
】
８
月
は
休
み
、
11
月
は
第
２
土

曜
日

○
問
い
合
わ
せ

せ
い
か
里
山
の
会
事
務
局
（
産

業
振
興
課
農
業
振
興
係
内
）

（
4

９
５-

１
９
０
３
）

（
6

９
５-

３
９
７
３
）

高
等
学
校
奨
学
金
を
支
給
し
ま

す
。
６
月
20
日
�
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

京
都
府
内
在
住
の
市
町
村
民
税

非
課
税
世
帯
の
子
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

母
子
世
帯
・
父
子
世
帯
・
児
童

世
帯
・
障
害
者
世
帯
・
長
期
療

養
者
世
帯

▼
入
学
支
度
金
（
１
年
生
対
象
１

回
の
み
）

国
公
立
６
万
３
０
０
０
円
・
私

立
全
日
制
17
万
８
０
０
０
円
・

私
立
定
時
制
13
万
７
０
０
０

円
・
通
信
制
４
５
０
０
０
円

▼
支
援
金

年
額
６
万
円（
学
用
品
費
な
ど
）

▼
奨
学
金

◆
私
立
全
日
制

月
額
３
万
３
０
０
０
円
以
内

◆
私
立
定
時
制

月
額
２
万
４
０
０
０
円
以
内

※
他
府
県
の
私
立
高
等
学
校
と

外
国
人
学
校
の
み
対
象
で

す
。

※
国
の
支
援
金
額
と
の
併
給
調

整
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
学
校

学
校
教
育
法
第
１
条
に
規
定
す

る
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校

の
後
期
課
程
、
特
別
支
援
学
校

の
高
等
部
、
高
等
専
門
学
校
、

ま
た
は
学
校
法
人
が
設
置
し
た

主
に
外
国
人
を
対
象
と
す
る
学

校
の
高
等
学
校
相
当
課
程

▼
必
要
書
類

支
給
申
請
書
・
在
学
証
明
書
・

市
町
村
民
税
非
課
税
証
明
書
・

同
意
書
・
国
支
援
金
決
定
通
知

書（
奨
学
金
支
給
対
象
者
の
み
）

※
身
体
障
害
者
世
帯
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
の
写
し
、
ま
た

は
年
金
手
帳
の
写
し
、
長
期

療
養
者
世
帯
は
、
医
師
の
診

断
書
な
ど
も
必
要
で
す
。

▼
申
込
期
間

６
月
20
日
�
ま
で

受
付
時
間
／
平
日
午
前
８
時
30

分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５
時

▼
申
込
方
法

申
請
書
と
必
要
書
類
を
直
接
、

次
の
と
こ
ろ
へ
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
4

９
５-

１
９
０
４
）

（
6

９
５-

３
９
７
４
）

高
校
奨
学
金
を
支
給

高
校
奨
学
金
を
支
給
 

高
校
奨
学
金
を
支
給

高
校
奨
学
金
を
支
給
 

高
校
奨
学
金
を
支
給
 

せいか里山の会　本年度の活動予定 
◎：一般参加可能(青字は定例保全活動日) 
★：申込者を対象としたイベント　　　　 

９日　◎農場体験
16日　◎保全活動
23日　◎総会開催 

４月 

 
９日　◎農場体験
16日　◎保全活動：「昆

虫頒布会」「里
山植物しらべ｣

23日　◎農場体験 

７月 

８日　◎農場体験
22日　◎農場体験
23日　★収穫祭：「篠笛

演奏会」「収穫
体験(米・しいた
け)」「花木・草
花の植付け」「飾
り物作成実習｣ 

10月 

14日　◎農場体験
21日　◎保全活動
28日　◎農場体験
未定　★炭化体験(竹林

整備)
※毎月第３土曜日午前９時～正午は、定例の保全活動日です(８月と雨天は休
み)。下草刈りや枝払いなどを中心に取り組みます。11月の保全活動は、第
２土曜日となります。竹林整備に関するイベントの日程は未定です。興味の
ある方は事務局へお問い合わせください。 

１月 

14日　◎農場体験
21日　◎保全活動：「散

策路整備」
28日　◎農場体験
　　　★竹林整備体験 

５月 

13日　◎農場体験
27日　◎農場体験 

８月 

12日　◎農場体験
12日　◎保全活動：「し

いたけ採取」「ほ
だ木の切出し」
「干し柿づくり｣

20日  せいか祭りでPR 
26日　◎農場体験 

11月 

11日　◎農場体験
18日　◎保全活動：「果

樹の施肥作業｣
25日　◎農場体験 

２月 

11日　◎農場体験
18日　◎保全活動：「昆

虫探し｣「稲作
体験」「樹木の
名札付け」

25日　◎農場体験 

６月 

10日　◎農場体験
17日　◎保全活動
24日　◎農場体験
未定　★炭化体験(竹林

整備)

９月 

10日　◎農場体験
17日　◎保全活動：「し

いたけ採取」
「ほだ木の切り
出し」

24日　◎農場体験
未定　★竹林整備体験 

12月 

10日　◎農場体験
17日　◎保全活動：「し

いたけ採取｣
24日　◎農場体験 

３月 

間伐材での階段作り

一
緒
に
里
山
守
ろ
う 

せ
い
か
里
山
の
会 

会
員
な
ど
募
集 
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昨
年
度
の
情
報
公
開
制
度
と
個

人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

を
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

情
報
公
開
制
度

情
報
公
開
制
度
と
は
、
町
が

持
っ
て
い
る
情
報
（
公
文
書
）

を
公
開
す
る
制
度
で
、
町
民
の
皆

さ
ん
は
、
知
り
た
い
情
報
に
つ
い

て
、
町
に
開
示
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

昨
年
度
の
公
文
書
開
示
請
求
、

処
理
状
況
の
内
訳
は
、
表
１
の
通

り
で
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度

個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
、
個

人
の
権
利
・
利
益
を
守
る
た
め

に
、
町
が
行
う
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
必
要
な
ル
ー
ル
を

定
め
、
自
己
の
情
報
を
見
た
り
、

情
報
の
誤
り
を
正
し
た
り
す
る
権

利
を
保
障
す
る
制
度
で
す
。

昨
年
度
の
自
己
情
報
に
か
か
る

開
示
、
訂
正
、
利
用
停
止
な
ど
の

請
求
、
処
理
状
況
の
内
訳
は
、
表

２
の
通
り
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ

総
務
課
庶
務
係

（
4

９
５-

１
９
１
０
）

（
6

９
３-

２
２
３
３
）

開示

15
0
0
0
15

処理状況 

部分開示

9
1
1
1
12

不開示

0
0
0
0
0

取り下げ

2
0
0
0
2

実施機関 

町　　　長 

教育委員会 

議　　　会 

農業委員会 

合　　　計 

請求件数

26
1
1
1
29

開示

1
0
－

－

1

処理状況 

部分開示

0
1
－

－

1

不開示

0
0
－

－

0

取り下げ

0
0
－

－

0

区　　分 

自己情報 
開示請求 

訂正請求 

利用停止請求 

合計 

実施 
機関 

町　長 

消防長 

－ 

－ 

－ 

請求 
件数 

1
1
0
0
2

表１ 

表２ 

※情報公開制度・個人情報保護制度共に、実施機関の
決定について、開示請求者からの不服申し立てはあ
りませんでした。 

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度

昨
年
度
運
用
状
況
を
公
表

「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
の
名
称
で
、
適

正
冷
房
の
徹
底
と
軽
装
勤
務
の

推
奨
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

町
で
は
こ
の
取
り
組
み
に
賛

同
し
、
毎
年
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

総
務
課
庶
務
係

（
4

９
５-

１
９
１
０
）

（
6

９
３-

２
２
３
３
）

大
阪
府
寝
屋
川
市
在
住
の
近

藤
勝
明
さ
ん
か
ら
５
月
19
日
�
、

１
０
０
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
子
ど
も
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
事
業
の
た
め
に
」
と
、

精
華
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附

金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
と
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

○
問
い
合
わ
せ

財
政
課
財
政
管
理
係

（
4

９
５-

１
９
１
４
）

（
6

９
３-

２
２
３
３
）

二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
に
向
け
た
「
夏
の

エ
コ
ス
タ
イ
ル
・
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
10
月
31
日
�
ま
で
、
町
役

場
な
ど
の
町
関
係
施
設
で
行
っ

て
い
ま
す
。

期
間
中
は
適
正
冷
房
（
28
度
）

と
と
も
に
、
町
職
員
の
服
装
は

半
袖
シ
ャ
ツ
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ

の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
と
な
り
ま
す
。

現
在
、
世
界
規
模
で
地
球
温

暖
化
に
対
す
る
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
な
か
、
国
で
も

と
な
り
ま
し
た
。

特
に
毎
年
恒
例
の
「
ブ
ラ
ッ

ク
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
の
６

月
22
日
�
（
夏
至
）
と
、「
ク
ー

ル
ア
ー
ス
デ
イ
」
の
７
月
７
日

�
（
七
夕
）
は
午
後
８
時
〜
10
時

の
間
、
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

環
境
推
進
室
環
境
係

（
4

９
５-

１
９
２
５
）

（
6

９
５-

３
９
７
４
）

６
月
22
日
�
〜
８
月
31
日
�
は

「
節
電
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
２
０
１

１
」
の
実
施
期
間
で
す
。
こ
の

運
動
は
、
環
境
省
に
よ
る
地
球

温
暖
化
防
止
の
た
め
の
新
し
い

国
民
運
動
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
25
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
一
つ
と
し
て
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。
昼
間
と
夜

間
で
そ
れ
ぞ
れ
任
意
の
２
時
間
、

消
灯
に
取
り
組
む
こ
と
を
呼
び

か
け
ま
す
。

本
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
夜

間
消
灯
に
加
え
、
昼
間
も
対
象

明
か
り
消
し
て
地
球
に
優
し
く 

に
ご
協
力
を 

ク
ー
ル
ビ
ズ 

ご
寄
付
寄
付
に 

　
感
謝
感
謝
し
ま
す 

ご
寄
付
寄
付
に 

　
感
謝
感
謝
し
ま
す 

ご
寄
付
に 

　
感
謝
し
ま
す 近藤さん(右)と木村町長



　学研都市精華町発、親子で楽しめるクラシックコンサートの定番「けいはんなふれあいコンサート2011」
が、今年もけいはんなプラザ・メインホールに帰ってきます。
　京都市交響楽団の壮大な生演奏あり、ロビーイベントもあり、さまざまな企画が盛りだくさん。
　０歳から入場できますので、ご家族そろって、ぜひご参加ください。

�日　　時　９月19日(祝・月)
　　　　　　午後１時開場・午後２時開演
　　　　　　※開場から開演までの間、ロビーイベントを 
　　　　　　　開催します。
 
�場　　所　けいはんなプラザ・メインホール
 
�演　　奏　京都市交響楽団
 
※演奏曲目、チケット販売情報などは後日お知らせします。
　ご期待ください。

○問い合わせ 
　けいはんなふれあいコンサート実行委員会事務局 
　(精華町役場企画調整課内)
 （4 95_1900・6 95_3971）

9/19、けいはんなふれあいコンサート20119/19、けいはんなふれあいコンサート20119/19、けいはんなふれあいコンサート2011
親子で楽しめるクラシックコンサート 

ロビーイベント 

フルオーケストラの生演奏 
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京
都
府
と
�
京
都
Ｓ
Ｋ
Ｙ
セ
ン

タ
ー
で
は
、
昭
和
28
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
府
内
在
住
の
ア

マ
チ
ュ
ア
の
方
を
対
象
に
、
美
術

作
品
（
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・

工
芸
・
書
・
写
真
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

作
品
は
９
月
17
日
�
・
18
日
�

に
パ
ル
ス
プ
ラ
ザ
で
開
催
の
「
Ｓ

Ｋ
Ｙ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
１
・
シ
ル
バ
ー
美
術
展
」

に
展
示
し
ま
す
。
同
美
術
展
は
、

来
年
開
催
さ
れ
る
第
25
回
全
国
健

康
福
祉
祭
「
美
術
展
」
の
京
都
府

代
表
作
品
（
京
都
市
域
を
除
く
）

選
出
の
選
考
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

出
品
の
申
込
期
間
は
８
月
８
日

�
ま
で
で
す
。
詳
し
く
は
次
の
と

こ
ろ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○
問
い
合
わ
せ

�
京
都
Ｓ
Ｋ
Ｙ
セ
ン
タ
ー

「
シ
ル
バ
ー
美
術
展
」
係

（
4
０
７
５-

２
４
１-

０
２
２
６
）

（
6
０
７
５-

２
４
１-

０
２
０
４
）

7

ベ
テ
ラ
ン
の
技
、 

待
っ
て
ま
す 
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「
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
ス
ポ
ー

ツ
教
室
〜
小
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

教
室
〜
」
が
６
月
26
日
�
、
京
田

辺
市
立
田
辺
中
央
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

け
い
は
ん
な
学
研
都
市
に
立
地

す
る
オ
ム
ロ
ン
�
か
ら
、
国
内

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
女
子
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
選
手
が
派
遣
さ

れ
、
初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
幅

広
く
指
導
し
ま
す
。
同
教
室
は
、

け
い
は
ん
な
学
研
都
市
活
性
化
促

進
協
議
会
が
、
学
研
都
市
の
京
都

府
域
を
構
成
す
る
３
市
町
（
精
華

町
・
京
田
辺
市
・
木
津
川
市
）
と

共
同
し
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

小
学
生
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
と
も

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

６
月
26
日
�
午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
所

京
田
辺
市
立
田
辺
中
央
体
育
館

ア
リ
ー
ナ

▼
対
象
者

精
華
町
・
京
田
辺
市
・
木
津
川

市
に
在
住
・
在
学
の
小
学
生

※
京
田
辺
市
に
在
住
・
在
学
の

場
合
は
、
１
・
２
年
生
に
限

り
ま
す
。

▼
定
員

80
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
）

▼
内
容

オ
ム
ロ
ン
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

（
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

所
属
女
子
選
手
）
に
よ
る
実
技

指
導

▼
参
加
費

無
料

▼
持
ち
物

運
動
の
で
き
る
服
装
・
屋
内
用

シ
ュ
ー
ズ
・
水
筒
・
タ
オ
ル
な
ど

▼
申
込
期
間

６
月
15
日
�
午
後
５
時
ま
で

▼
申
込
方
法

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

精
華
町
・
京
田
辺
市
・
木
津

川
市
・
�
け
い
は
ん
な
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
（
携

帯
電
話
不
可
）
応
募
申
込

フ
ォ
ー
ム
で
。

◆
フ
ァ
ク
ス

Ａ
４
用
紙
（
縦
方
向
）
に
�

郵
便
番
号
・
住
所
�
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
�
性
別
�
生

年
月
日
�
電
話
番
号
・
緊
急

連
絡
先
番
号
�
フ
ァ
ク
ス
番

号
�
小
学
校
名
・
学
年
	
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
経
験
の
有
無



保
護
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

を
ご
記
入
の
う
え
、
�
け

い
は
ん
な
（
6

９
８-

２
２

０
５
）
へ
。

▼
そ
の
ほ
か

※
申
込
者
全
員
に
、
参
加
の
可

否
・
当
日
の
ご
案
内
を
お
送

り
し
ま
す
。

▼
主
催

け
い
は
ん
な
学
研
都
市
活
性
化

促
進
協
議
会

▼
協
力

オ
ム
ロ
ン
株
式
会
社
京
阪
奈

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

○
問
い
合
わ
せ

け
い
は
ん
な
学
研
都
市
活
性
化

促
進
協
議
会

◆
�
け
い
は
ん
な
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
事
業
部

（
4

９
５-

５
１
１
５
）

◆
精
華
町
企
画
調
整
課

（
4

９
５-

１
９
０
０
）

◆
京
田
辺
市
企
画
管
理
課

（
4

６
４-

１
３
１
０
）

◆
木
津
川
市
学
研
企
画
課
　
　

（
4

７
５-

１
２
０
１
）

一部バス停の乗降制限・移設
サイクルレースの開催時間帯は、奈良
交通路線バスと精華くるりんバスのバ
ス停を次の通り変更します。

�奈良交通路線バス
精華大通りを東向きに進行するバスは
「光台七丁目停留所」「光台四丁目停留
所」「光台三丁目停留所」「けいはんな
プラザ停留所」での乗降ができなくな
りますので、「光台八丁目停留所」ま
たは「ATR停留所」をご利用ください。
西向きに進行するバスは、これらの停
留所でも乗降できます。
�精華くるりんバス
山田川駅発祝園駅方面の「けいはんな
プラザ停留所」は、奈良交通「ATR停
留所」に移設します。

○関連イベント

自転車競技教室
�日　時 ６月11日(土)・７月10日(日)

午前９時30分～正午
�場　所 オムロン�京阪奈イノベー

ションセンタ駐車場
（木津川市木津川台９丁目１番）

�対象者 小中学生と競技初心者
�主　催 京都府自転車競技連盟
※申し込み・そのほかの詳細は、京都府
自転車競技連盟へお問い合わせくださ
い。

○問い合わせ
◆けいはんなサイクルレース実行委員会
事務局
(京都府自転車競技連盟)
(4 090－4906－2410・6 075－933－4173)

◆精華町役場 企画調整課 企画係
(4 95－1900・6 95－3971)

周回コース：�～�
※小学１～４年生のコースは
��を除きます。

日時計

コースレイアウト

講
師
は
オ
ム
ロ
ン
女
子
選
手 

小
学
生
向
け 
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出場者募集
�種　　目 個人ロードレース

※詳細は、コースレイアウトとカテゴ
リー表をご覧ください。

�参加資格 健康な方なら誰でも参加いただけます。
※CJ、C１、U23は、2011年度(財)日
本自転車競技連盟の競技者登録をし
ている必要があります。

�参 加 料 女性、小・中学生、高校生：1500円
そのほか：3500円
※参加料には保険料が含まれています。

�申込期間 ６月11日(土)～７月１日(金)
(消印有効)

�申込方法 所定の参加申込用紙、または郵便局に
備え付けの郵便振替用紙に「大会名・
希望カテゴリー・住所・氏名・生年月
日・性別・電話番号」を記入のうえ、
参加料を納付してください。

◆送付先　〒614－8332
京都府八幡市橋本新石２_３
京都府自転車競技連盟エントリー窓口
(4 090_4906_2410)

◆郵便振替口座　01010－2－30206
�そのほか
◆ホームページからのエントリーも可能です。
http://www.sportsentry.ne.jp/
◆参加申し込みは先着順とします。期限内でも定
員になれば締め切ることがありますので、ご了
承ください。
◆参加申込用紙は、京都府自転車競技連盟のほか、
町役場５階・企画調整課にもあります。

通行規制と一部バス停の乗降制限・移設の
お願い
サイクルレースの開催時間帯は、道路の通行規制

とそれに伴う一部バス停の乗降制限・移設をします。
周辺の皆さんにはご迷惑をおかけすることになりま
すが、ご理解・ご協力をよろしくお願いします。

通行規制のお願い
開催時間は、精華大通り・けいはんなプラザから

学研施設の周辺の通行を規制します。

カテゴリー　（カテゴリー説明） 周回数／距離 スタート時間 予想参加者数 

1 Ｃ2　（上級・登録中級男女） 9周回／21．24ｋｍ 8:30 100人 

2 ＣＪ　（登録高校生） 9周回／21．24ｋｍ 8:30 50人 

3 Ｃ3Ｌ　（中級） 6周回／14．16ｋｍ 9:08 100人 

4 Ｃ3Ｈ　（中級） 6周回／14．16ｋｍ 9:37 100人 

5 Ｃ4Ｌ　（中初級） 4周回／9．44ｋｍ 10:06 100人 

6 Ｃ4Ｈ＋Ｗ　（中初級と女性） 4周回／9．44ｋｍ 10:30 100人 

7 Ｃ1　（登録上級） 12周回／28．32ｋｍ 10:54 70人 

8 Ｕ23　（登録19～22歳男性） 12周回／28．32ｋｍ 10:54 30人 

9 Ｃ5Ｌ　（初級） 3周回／7．08ｋｍ 11:39 100人 

10 Ｃ5Ｈ＋Ｗ＋小学5･6年生スポーツ（初級と女性と小学生） 3周回／7．08ｋｍ 11:59 100人 

11 小学5・6年　（男女・ビギナー） 2周回／3．40ｋｍ 12:19 30人 

12 小学3・4年　（男女・ビギナー・スポーツ） 2周回／3．40ｋｍ 12:19 50人 

13 小学1・2年　（男女・ビギナー・スポーツ） 2周回／3．40ｋｍ 12:19 50人 

2011けいはんなサイクルレース　カテゴリー表

通行規制図

�日　時　７月18日（祝・月）午前８時～午後０時30分ごろ (雨天決行)
�場　所 精華大通り・けいはんなプラザから学研施設の周辺(一周2.36km、高低差26m)

※詳細は、コースレイアウトをご覧ください。
�主　催 けいはんなサイクルレース実行委員会(京都府自転車競技連盟・京都新聞社・精華町・木津

川市　ほか)

全国のサイクリストたちによって繰り広げられる熱いレース。再び精華大通り一帯
で開催します。
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本
人
の
知
ら
な
い
う
ち
に
婚

姻
・
養
子
縁
組
の
届
け
や
転
出
・

転
入
届
が
出
さ
れ
る
な
ど
の
事
件

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
虚
偽
の
届

け
出
で
、
戸
籍
簿
や
住
民
基
本
台

帳
に
事
実
と
異
な
る
記
載
が
さ
れ

た
り
、
戸
籍
や
住
民
票
な
ど
を
不

正
に
取
得
さ
れ
悪
用
さ
れ
た
り
な

ど
、
社
会
的
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
を
防
止
す
る
た
め
町
で

は
、
戸
籍
・
住
民
異
動
の
届
け
出

や
証
明
書
発
行
時
に
、
来
庁
者
の

本
人
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

窓
口
で
は
、
戸
籍
や
住
所
変
更

な
ど
の
届
出
書
を
持
参
し
た
方
、

戸
籍
や
住
民
票
な
ど
個
人
情
報

が
含
ま
れ
る
証
明
書
の
請
求
に

来
庁
し
た
方
に
、
顔
写
真
付
き
の

公
的
証
明
書
（
運
転
免
許
証
・
パ

ス
ポ
ー
ト
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
な
ど
）
を
提
示
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

も
し
、
こ
れ
ら
の
証
明
書
を
お

持
ち
で
な
い
方
に
は
、
健
康
保
険

証
、
年
金
証
書
な
ど
を
２
点
以
上

提
示
い
た
だ
き
ま
す
。
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
の
場
合
は
、
暗
証
番

号
の
入
力
に
よ
り
確
認
し
ま
す
。

本
人
や
家
族
な
ど
に
関
す
る
個
人

情
報
の
聞
き
取
り
を
す
る
場
合
も

本
人
確
認
の
必
要
性

あ
り
ま
す
。

届
け
出
人
が
先
述
の
証
明
書
を

持
っ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
届
け

出
は
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
本

人
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
届
け
出

人
に
対
し
て
後
日
、
届
け
出
が
受

理
さ
れ
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る

通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

こ
の
通
知
は
、
届
け
出
人
本
人

に
対
し
て
お
送
り
し
ま
す
。
も
し

受
け
取
っ
た
内
容
に
心
当
た
り
が

な
い
場
合
は
、
す
ぐ
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
虚
偽
の
届
け
出
の
早

期
発
見
、早
期
対
応
に
つ
な
が
り
、

そ
の
後
の
速
や
か
な
処
理
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

本
人
確
認
は
、
個
人
情
報
の
保

護
と
、
虚
偽
や
不
正
利
用
の
防

止
・
抑
止
の
た
め
に
行
う
も
の
で

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

総
合
窓
口
課
戸
籍
住
民
係

（
4

９
５-

１
９
１
５)

（
6

９
５-

３
９
７
４)

本人確認が必要な届け出などの種類
�戸籍関係

婚姻届･離婚届･養子縁組届･養子離縁届･認知届 など

�住民異動関係
転入届・転出届・転居届・世帯変更届

�証明書発行関係
個人情報が含まれる証明書の申請・請求

そのほか、町が必要と認める場合

来
庁
者
の
本
人
確
認

文
書
に
よ
る
通
知
も

お
願
い

整形外科・一般内科・消化器科・循環器科・呼吸器
科・外科・小児科・脳神経外科・泌尿器科・眼科÷リ
ハビリテーション科・皮膚科・放射線科・脊椎・脊
髄センター・健診センター・人工透析センター 
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福祉医療費助成制度の申請 

受付始まります 
福祉医療費助成制度の申請 

受付始まります 
福祉医療費助成制度の申請 

受付始まります 
福祉医療費助成制度の申請 

受付始まります 
　現在お持ちの福祉医療費受給者証の有効

期限は、平成23年７月31日です(生年月日

により一部異なる場合があります)。該当

する方は忘れずに交付申請の手続きをして

ください。 

交付申請の対象となる方と制度 

受給資格の判定 

受給者証交付申請書の受付 

申請手続きに必要なもの 

 
 
◇身体障害者手帳１級・２級をお持ちの方、「療育Ａ」
の記載がある身体障害者手帳３級をお持ちの方、療育
手帳Ａ・Ｂをお持ちの方で、 
●後期高齢者医療被保険者証をお持ちの方は重度心身
障害老人健康管理事業 
●それ以外の方は障害者医療 

◇母子家庭、または父子家庭で、18歳に達して最初の３
月31日を迎えるまでの子とその親、または両親のいな
い18歳に達して最初の３月31日を迎えるまでの子は、
母子父子医療
◇65～69歳の方は老人医療(手続きが必要な一部の方)
※老人医療費助成制度では、65歳に達して受給者証交
付申請書を提出し、その後引き続き精華町に住所を
有している方の更新手続きは不要です。ただし23年
１月２日以降に精華町に転入した方や、65歳に達し
て申請手続きをした方でも、その後転出し、23年１
月２日以降に再び精華町に転入した方、または同じ
世帯に加わった方がいる場合のみ、その方の22年中
の所得と所得控除の内訳が分かる証明書【注】の提
出が必要です。 

 
◇受付期間 
６月10日(金)～17日(金)
※土・日曜日を除きます。 
◇場　　所 
町役場２階 201会議室 
※手続きは、代理の方でも可能です。 
 
 
◇各制度共通で必要なもの 
①受給者証(対象者証)交付申請書……昨年度中に申請の
あった方など申請の対象となる方には、６月初めに交
付申請書を郵送します。受付期間までに申請書が届か
ない場合は、町役場２階・国保医療課へご連絡ください。 
②健康保険証(母子父子医療の場合は対象者全員のものが
必要) 
③印鑑 
④本人を含み同じ世帯に23年１月２日以降に転入した方
がいる場合は、その方全員の22年中の所得と所得控除
の内訳が分かる証明書【注】

※受給資格の判定に必要です。お一人でも確認できない
場合は、受給資格の判定(認定)ができません。 

◇各制度ごとに必要なもの 
①重度心身障害老人健康管理事業・障害者医療…身体障
害者手帳または療育手帳 
②母子父子医療 
・対象者の戸籍謄本または児童扶養手当証書 
 
 
　受給者証交付申請に基づき、同じ世帯で18歳以上の方
全員の22年中の所得などにより、23年８月１日以降の受
給資格の有無について判定します。
　同じ世帯に22年中の所得がなく、確定申告をしていな
い18歳以上の方（税法上で同一世帯員の被扶養者を除く）
がいる場合は、受給資格の判定(認定)ができませんので、
交付申請の手続きをするまでに必ず町役場２階・税務課
で町・府民税の申告をしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【注】23年１月１日時点で住所を有していた市区町村で発行されます。
発行可能時期は市区町村ごとに異なりますので、事前にご確認くださ

い。 

 
○問い合わせ 
　国保医療課 医療係（4 95_1929・6 95_3974） 
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町
で
は
、
所
得
な
ど
の
基
準
を

満
た
し
た
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の

方
に
、
医
療
費
（
保
険
適
用
分
）

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

来
月
65
歳
に
な
る
方
に
は
、
申

請
の
ご
案
内
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。

▼
必
要
な
も
の

受
給
者
証
交
付
申
請
書
・
保
険

証
・
印
鑑

※
本
人
・
世
帯
で
平
成
22
年
１

月
２
日
以
降
、
精
華
町
に
転

入
し
た
方
が
い
る
場
合
は
、

そ
の
方
の
平
成
21
年
中
の
所

得
額
と
控
除
額
を
証
明
す
る

書
類
【
注
】
が
必
要
で
す
。

認
定
さ
れ
た
方
に
は
６
月
下

旬
、
桃
色
の
受
給
者
証
（
７
月
か

ら
使
用
可
能
）
を
郵
送
し
ま
す
。

手
続
き
は
代
理
の
方
の
来
庁
や

郵
送
で
も
可
能
で
す
。

▼
受
付
期
間

６
月
９
日
�
〜
15
日
�（
必
着
）

※
土
日
を
除
き
ま
す
。

受
付
期
間
を
過
ぎ
て
申
請
す
る

と
、
７
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
注
】
住
民
税
課
税
対
象
所
得
額
が
表

示
さ
れ
て
い
る
も
の

○
申
請
・
問
い
合
わ
せ

国
保
医
療
課
医
療
係

（
4

９
５-

１
９
２
９
）

（
6

９
５-

３
９
７
４
）

３
歳
か
ら
小
学
校
卒
業
ま
で
、

外
来
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
た

め
に
は
、
現
在
お
持
ち
の
白
色
の

受
給
者
証
と
は
別
の
受
給
者
証
が

必
要
で
す
。

対
象
の
世
帯
に
は
、
申
請
の
ご

案
内
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

▼
必
要
な
も
の

受
給
者
証
交
付
申
請
書
・
対
象

者
の
保
険
証
・
印
鑑

申
請
し
た
方
に
は
６
月
下
旬
、

さ
く
ら
色
の
受
給
者
証
（
７
月
か

ら
使
用
可
能
）
を
郵
送
し
ま
す
。

白
色
の
受
給
者
証
は
、
こ
れ
か
ら

も
入
院
医
療
費
の
助
成
に
利
用
で

き
ま
す
。

手
続
き
は
代
理
の
方
の
来
庁
や

郵
送
で
も
可
能
で
す
。

▼
受
付
期
間

６
月
９
日
�
〜
15
日
�（
必
着
）

※
土
日
を
除
き
ま
す
。

受
付
期
間
を
過
ぎ
て
申
請
す
る

と
、
７
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
申
請
・
問
い
合
わ
せ

国
保
医
療
課
医
療
係

（
4

９
５-

１
９
２
９
）

（
6

９
５-

３
９
７
４
）

昭
和
21
年
７
月

生
ま
れ
の
方
へ

平
成
20
年
６
月

２
日
〜
７
月
１

日
生
ま
れ
の
方

と
家
族
の
方
へ

昭
和
21
年
７
月

生
ま
れ
の
方
へ

老
人
医
療
費
助
成

平
成
20
年
６
月

２
日
〜
７
月
１

日
生
ま
れ
の
方

と
家
族
の
方
へ

子
育
て
支
援
医
療
費
助
成

た
ば
こ
の
葉
を
乾
燥
さ
せ
て
火

を
つ
け
、
そ
の
煙
を
吸
う
行
為
は
、

南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
原
住
民
の

間
で
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た

と
い
い
ま
す
。
日
本
に
は
16
世
紀

後
半
に
到
来
し
ま
し
た
。

以
来
約
５
０
０
年
の
間
、
煙

管
・
煙
草
盆
と
い
っ
た
日
本
独
自

の
道
具
も
発
達
し
、
す
っ
か
り
日

本
の
風
土
に
定
着
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
煙
草
の
煙
の
な
か
に
は

「
殺
虫
剤
の
主
成
分
」
に
な
る
よ

う
な
劇
物
を
は
じ
め
、
２
０
０
種

類
以
上
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て

「
た
ば
こ
の
話
」

い
ま
す
。
量
的
に
多
い
有
害
物
は

ニ
コ
チ
ン
や
タ
ー
ル
、
一
酸
化
炭

素
で
す
。

ニ
コ
チ
ン
は
脳
に
作
用
し
て
、

ド
パ
ミ
ン
と
い
う
快
感
を
生
じ
る

物
質
を
増
や
し
ま
す
。
ド
パ
ミ
ン

は
、
理
由
も
な
く
幸
福
感
を
引
き

出
し
て
、
続
け
て
吸
い
た
く
な
る

気
持
ち
を
抱
か
せ
ま
す
。
逆
に
禁

煙
す
る
と
、
禁
断
症
状
（
い
ら
い

ら
感
・
集
中
力
低
下
）
が
出
現
し

ま
す
。

禁
煙
が
な
か
な
か
成
功
し
な
い

の
は
、
本
人
の
意
思
が
弱
い
と
い

う
よ
り
も
ニ
コ
チ
ン
の
麻
薬
作
用

に
よ
っ
て
意
思
が
弱
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

体
内
の
ニ
コ
チ
ン
は
、
主
に
血

管
を
収
縮
さ
せ
て
体
内
臓
器
や
指

先
な
ど
の
血
流
不
全
を
も
た
ら

し
、
特
に
心
臓
の
負
担
を
増
加
さ

せ
ま
す
。

タ
ー
ル
は
強
い
発
が
ん
性
が
あ

り
、
喫
煙
者
で
は
非
喫
煙
者
に
比

べ
て
、
肺
が
ん
の
発
生
危
険
率
が

５
倍
、
喉
頭
が
ん
で
は
33
倍
も
の

高
い
値
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
が
ん
の
原
因
と
な
ら
な

く
て
も
、
軽
度
の
慢
性
的
な
気
管

支
炎
・
肺
炎
を
常
に
引
き
起
こ
し

ま
す
。
長
期
間
に
わ
た
る
と
、
肺

気
腫
と
い
う
衰
え
た
肺
（
た
ば
こ

肺
）
に
な
っ
て
、
昼
夜
を
問
わ
ず

酸
素
吸
入
が
必
要
な
体
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

一
方
、
一
酸
化
炭
素
は
、
血
液

に
入
る
と
酸
素
の
２
４
０
倍
も
の

親
和
性
で
、
血
液
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

【
注
】
と
く
っ
つ
き
ま
す
。
脳
・

肝
臓
・
腎
臓
な
ど
を
、
慢
性
的
に

酸
素
不
足
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

た
ば
こ
の
煙
の
影
響
は
周
辺
に

及
び
、
副
流
煙
を
吸
う
同
居
家
族

は
、
肺
が
ん
な
ど
の
呼
器
疾
患
の

発
生
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
そ
れ

は
非
喫
煙
者
の
配
偶
者
と
の
比
較

で
２
倍
、
乳
幼
児
で
は
５
倍
、
家

族
全
員
の
平
均
で
は
１
・
２
倍
の

リ
ス
ク
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
禁
煙
指
導
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
注
】
酸
素
を
体
の
隅
々
ま
で
運
ぶ
役
割

が
あ
り
ま
す
。

【
文
責
／
精
華
町
国
保
病
院
院
長
・

坂
谷
光
則
】

○
問
い
合
わ
せ

◆
精
華
町
国
保
病
院
（
医
療
法

人
医
仁
会
）

（
4

９
４-

２
０
７
６
）

（
6

９
３-

２
８
１
８
）

◆
精
華
町
健
康
推
進
課
地
域
医

療
係

（
4

９
５-

１
９
０
５
）

（
6

９
５-

３
９
７
４
）

院
長
の
ひ
と
こ
と 

院
長
の
ひ
と
こ
と 

今
回
の
お
題 



精華町国保病院の診療体制 精華町国保病院の診療体制 精華町国保病院の診療体制 

＜診療時間＞ 
　�午前診　午前９時～正午
　　　　　　(歯科：午前９時～午後０時30分)
　�午後診　午後２時～４時30分
　　　　　　(歯科：午後２時～６時30分)

※歯科は一般歯科・矯正歯科・口腔外科・小児歯科です。
※急患はこの限りではありません。 
※診療日・診療時間が変更になる場合があります。
○問い合わせ　精華町国民健康保険病院(医療法人医仁会)
　　　　　　　(4 94_2076・6 93_2818)

内科１診

(午前診)

内科２診

(午前診)

内科３診

(午前診)

内科 

(午後診)

外科 

(午前診)

整形外科

(午前診)

皮膚科 

(午前診)

内視鏡

(午前診)

歯科

(午前診)

(午後診)

血液透析

(午前診)

桑原名誉院長 

 

西沼顧問 

（心療内科） 

坂谷院長 

（呼吸器･じん肺） 

 

 

青山院長代理 

 

 

 

 

 

松吉医師 

 

山内医師 

 

竹内部長 

 

齊藤センター長 

川村医師 

広瀬医長 

（消化器内科） 

西沼顧問 

（心療内科） 

齊藤センター長 

（腎臓内科） 

大路医長 

（糖尿病・予約） 

青山院長代理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹内部長 

 

齊藤センター長 

川村医師 

桑原名誉院長 

岸本医師 

（循環器科） 

午前９時30分から 

坂谷院長 

（呼吸器･じん肺） 

 

 

青山院長代理 

 

 

 

 

 

 

 

広瀬医長 

 

松田医師 

 

齊藤センター長 

広瀬医長 

（消化器内科） 

奥医師 

（循環器科） 

齊藤センター長 

（腎臓内科） 

大路医長 

（糖尿病・予約） 

青山院長代理 

 

 

 

 

 

松吉医師 

 

村上医師 

 

竹内部長 

 

齊藤センター長 

桑原名誉院長 

 

岸本医師 

（循環器科） 

 

 

 

 

 

青山院長代理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹内部長 

 

齊藤センター長 

川村医師 

荒川医師 

井上･福田医師 

（リウマチ・膠原病） 

 

坂谷院長 

〔呼吸器･じん肺(要予約)〕

 

 

石上医師 

山村医師 午前10時から 

（第１･３･５週） 

山本医師 午前９時から 

（第２･４週） 

 

 

 

 

 

竹内部長 

 

松山医師 

月 火 水 木 金 土 診療科目 

こう 

※福田医師は第２週 
　のみです。 

17 HANASOU

JUNE
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精
華
女
性
の
会
と
は

精
華
女
性
の
会
は
、
以
前
は

「
川
西
婦
人
会
」
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
全
町
域
的

な
組
織
と
し
て
活
動
の
場
を
広
げ

る
た
め
、
平
成
19
年
４
月
に
現
在

の
名
称
に
改
め
ま
し
た
。

本
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
と

交
流
を
図
り
、
女
性
の
教
養
を
高

め
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在

の
会
員
数
は
１
３
０
人
で
、
植

田
・
南
稲
・
谷
・
西
北
・
精
北
の

５
つ
の
支
部
が
あ
り
ま
す
。
個
人

会
員
は
、
町
全
域
で
各
種
サ
ー
ク

ル
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ー

ラ
ス
「
コ
ー
ル
精
華
」
・
和
太
鼓

「
ふ
れ
あ
い
太
鼓
」
・
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
「
ひ
ま
わ
り
」
が
、
そ
れ
ぞ

れ
文
化
協
会
や
体
育
協
会
に
所
属

し
て
い
ま
す
。

女
性
の
会
の
事
業

本
会
の
事
業
と
し
て
は
「
女
性

講
座
」
を
中
心
に
「
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
＝
上
写
真
＝
や
「
心
持

ち
運
動
」（
町
内
施
設
へ
洗
剤
・

せ
っ
け
ん
・
タ
オ
ル
な
ど
の
配

布
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。「
女
性

講
座
」
は
、
教
育
委
員
会
と
の
共

催
で
年
４
回
行
っ
て
い
ま
す
。
タ

イ
ム
リ
ー
な
話
題
な
ど
を
取
り
入

れ
、
講
演
や
講
座
、
体
験
学
習
、

研
修
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

一
般
の
方
に
も
呼
び
か
け
、
参
加

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
更
生
保
護
施
設
の

見
学
や
歴
史
講
演
会
、
健
康
ヨ
ガ

教
室
、
み
そ
づ
く
り
教
室
＝
下
写

真
＝
を
開
講
し
ま
し
た
。
女
性
講

座
の
受
講
を
き
っ
か
け
に
、
参
加

者
が
女
性
の
会
に
入
会
し
て
く
だ

さ
り
、
と
て
も
あ
り
が
た
く
思
い

ま
す
。
今
年
も
全
４
回
の
予
定
で

女
性
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
多
く

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

【
注
】。

さ
ら
に
、
他
団
体
と
の
連
携
や

対
応
と
し
て
、
木
津
川
河
川
敷
ク

リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
・
敬
老
会
・

町
民
体
育
大
会
・
子
ど
も
祭
り
・

せ
い
か
祭
り
な
ど
へ
の
参
加
協
力

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。

町
内
に
と
ど
ま
ら
な
い
活
動

本
会
の
上
部
団
体
と
し
て
は
、

相
楽
連
合
婦
人
会
・
京
都
府
連
合

婦
人
会
・
全
国
地
方
連
合
婦
人
会

が
あ
り
ま
す
。
相
楽
連
合
婦
人
会

で
は
毎
年
11
月
に
１
泊
の
研
修
旅

行
が
あ
り
、
親
睦
会
で
は
各
地
域

ご
と
の
か
く
し
芸
大
会
で
大
変
盛

り
上
が
り
ま
す
。私
た
ち
の
会
は
、

そ
の
土
地
に
ま
つ
わ
る
寸
劇
を
し

ま
す
。
小
道
具
を
あ
ら
か
じ
め
用

意
し
、
大
ま
か
な
あ
ら
す
じ
だ
け

決
め
て
お
き
、
練
習
は
ホ
テ
ル
に

着
い
て
夕
食
ま
で
の
間
に
行
い
ま

す
。
こ
れ
が
ま
た
大
変
好
評
で
、

仲
居
さ
ん
た
ち
か
ら
は
「
ど
こ
の

劇
団
の
方
で
す
か
」
と
、
び
っ
く

り
さ
れ
て
い
ま
す
。

京
都
府
連
合
婦
人
会
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
は
「
女
性
の
健
康
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
で
す
。
お
ば
ち
ゃ
ん

パ
ワ
ー
を
爆
発
さ
せ
て
、
な
か
で

も
綱
引
き
を
得
意
種
目
に
し
て
い

ま
す
。
昨
年
は
相
楽
チ
ー
ム
と
し

て
参
加
し
、
優
勝
し
ま
し
た
。
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
府

内
各
地
の
会
員
と
の
出
会
い
が
あ

り
、
楽
し
く
交
流
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
課
題

本
会
の
課
題
は
、
会
員
の
高
齢

化
と
、
入
会
者
が
少
な
く
役
員
の

な
り
手
が
い
な
い
こ
と
で
、
役
員

の
負
担
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
各
地
域
の
支
部

長
の
方
々
は
「
女
性
の
会
を
つ
ぶ

し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
思
い

で
、
支
部
長
を
ず
っ
と
頑
張
っ
て

続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
女
性
の
社
会
進
出

や
、
環
境
問
題
・
高
齢
化
問
題
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
提
起
す
る

場
を
設
け
な
が
ら
、
幅
広
く
活
動

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
講
座
な
ど
で
、
一
般
の
方
た

ち
に
も
呼
び
か
け
、
一
人
で
も
会

員
を
増
や
す
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
注
】
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
本
誌
で

ご
案
内
す
る
予
定
で
す
。

〔「
精
華
女
性
の
会
」
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
白
畑
会
長
（
4

９
４-

２
６
１
７
）
へ
〕

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
内
で
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
社
会

教
育
関
係
団
体
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

「
精
華
女
性
の
会
」
に
つ
い
て
、
同
会
長
の
白
畑
丈
子
さ
ん
（
南
稲

八
妻
地
区
）
に
、
会
の
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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ある日私は、子どものころのような長い夏休みがもうな
いことに、ふと気づきました。皆さんにとっては大したこ
とではないかもしれませんが、大きな衝撃を受けました。
米国の子どもたちには、小学校１年から大学を卒業するま
で、毎年２、３カ月の夏休みがあります。私は就職したの
で、２カ月休暇は二度とありません。だから今月は、自分
の夏休みを思い出して、一番のお気に入りだった「サマー
キャンプ」を紹介します。
サマーキャンプは米国ではとても人気があります。子ど

もたちは数週間、小屋に泊まったり、外で遊んだり、自然
を体験したりします。伝統的なキャンプの内容は乗馬や
セーリング、射撃、ハイキング、カヌーなどのアウトドア
活動を中心に、工芸やお話、キャンプファイアーを囲んだ
合唱などもあります。さらに、どのキャンプにもそれぞれ
特徴があります。例えば私が行ったキャンプでは、子ども
たちはカヌーで旅に出ます。子どもたちはカヌーに乗って、
毎日新しいキャンプ場に向かってパドルを漕ぎます。なか
には何週間も、何百キロメートルもかかる旅もあります。
そこで子どもたちは、指導者と一緒に、自分たちの料理を
作ったり、テントを張ったりしなければなりません。私の
最後のカヌーの旅では、スペリオル湖の北岸を30日間かけ
て漕ぎましたが、その間、人を見かけない日が何日も続く
こともありました。荒野のなかでも生きられるという感覚
は素晴らしくて、良い思い出の一つです。
このような伝統的なキャンプが今も一番人気ですが、最

近、子どもたちの興味をひく多くの特殊なキャンプが現れ
始めました。子どもたちはコンピューターやスポーツのほ
か、手品さえも学べるのです。私は去年の夏、日本語を
勉強したい子どもが１～４週間滞在できる「森の池」とい
うキャンプで働いていました。日本人とアメリカ人の指導
者は、子どもたちに日本語で話すことだけが許されました
が、子どもたちの日本語の習得の成果に感動しました。書
道や太鼓、柔道などの文化についても教えました。
米国の約1000万人の子どもたちは、毎年サマーキャンプ

に行きます。多くの子どもたちにとって、家族から長く離
れるはじめての経験です。日本の修学旅行と同じように、
サマーキャンプで子どもは新しい経験をし、さらに自立
します。私には二度と長い夏休みがありませんが、サマー
キャンプでの経験は忘れません。

One day, I suddenly realized that, I will never again have

a long summer vacation like I did as a kid. This may not

seem like such a big deal to you, but I was devastated.

From first grade of elementary school until the last year of

college, American kids get two to three months of summer

vacation every year. Now that I have a job, I will probably

never get that 2-month vacation again. So in memoriam,

this month I want to introduce my favorite part of summer,

summer camp. 

Summer camps are incredibly popular in America, and

kids can go for weeks at a time, staying in cabins, playing

outdoors, and experiencing nature. Traditionally camps

focus on outdoor activities like horseback riding, sailing,

hiking and canoeing, as well as things like arts and crafts,

storytelling, and singing round the campfire. Moreover,

every camp usually has a special element. For example at

the camp I went to, campers go wilderness tripping. Kids

go out in canoes and paddle to a new campsite everyday,

with some of the trips lasting weeks and covering

hundreds of kilometers. The kids, along with a counselor,

are also responsible for making their own food and setting

up their own tents. For my last trip, I paddled around the

north shore of Lake Superior for 30 days, and would often

go days without seeing another person! The feeling of

being able to survive in the wilderness is a great one, and

that trip is a wonderful memory. 

Though these traditional camps are still the most

popular, recently many specialized camps have also begun

to pop up, allowing kids to pursue their interests. There

are now camps where kids can go to learn about

computers, sports, and even magic! Last summer I worked

at a camp called Mori no Ike, where kids who wanted to

learn Japanese came and stayed for anywhere from one to

four weeks. The counselors, a mix of Japanese and

Americans, were only allowed to speak Japanese to the

children, and it was great watching how much Japanese

kids learned. Of course we also taught cultural activities

like calligraphy, taiko, and judo!

About 10 million American children go to summer

camp every year, and for many kids, these camps are

their first experience of being away from home. Just

like school field trips in Japan, at summer camps kids

can experience new things and become more

independent. Though I may not have a long summer

vacation again, I'll never forget the experiences I had

at summer camp.

Summer Fun 楽しい夏

Where there's a will there's a way

第９代国際交流員コラム ��

ウィズナー・ハンクス カイ

米国ウィスコンシン州出身の22歳。昨年７月か
ら精華町役場で第９代国際交流員(CIR)として
勤務。主な仕事は英語版広報紙「いちご」の製
作をはじめとした外国人住民の生活支援や学校
などでの国際交流活動。趣味は、武道・筋力ト
レーニング・食事・映画など。
ブログURL：http://seikalife.blogspot.com/
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共
同
作
業
所
「
ヒ
ュ
ッ
テ
」
で

は
、
町
内
在
住
で
心
に
病
が
あ
っ

た
り
不
調
だ
っ
た
り
す
る
方
を
対

象
に
毎
月
２
回
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
通
じ
て
い
ろ
ん
な
経
験
を

し
た
り
、
人
と
話
を
し
た
り
す
る

こ
と
で
、
社
会
参
加
の
き
っ
か
け

を
つ
く
る
も
の
で
す
。
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
の
名
は
「
ひ
だ
ま
り
」。

そ
の
名
の
通
り
「
ひ
だ
ま
り
」
の

よ
う
に
温
か
く
、
ホ
ッ
と
で
き
る

場
所
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。４

月
は
、
け
い
は
ん
な
記
念
公

園
の
水
景
園
で
花
見
団
子
を

食
べ
、
公
園
内
を
散
策
し
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
花
よ
り
団

子
だ
っ
た
」「
花
が
き
れ
い
で
良

か
っ
た
」「
の
ん
び
り
し
た
時
間

を
過
ご
せ
た
」
な
ど
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

６
〜
７
月
の
予
定
は
次
の
通
り

で
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
６
月
10
日
�
正
午
か
ら

外
食
（
行
き
先
未
定
）

▼
６
月
24
日
�
午
後
１
時
か
ら
　
　

創
作
活
動
「
ワ
イ
ワ
イ
物
作
り

体
験
」（
か
し
の
き
苑
交
流
広

間
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
こ
こ
ろ
の

健
康
推
進
員
）
も
参
加
予
定

で
す
。

▼
７
月
８
日
�
午
後
１
時
か
ら

心
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ほ
っ
と
一

息
つ
い
て
み
よ
う
」（
か
し
の

き
苑
交
流
広
間
）

※
参
加
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

内
容
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
７
月
22
日
�
時
間
未
定

映
画
鑑
賞
（
イ
オ
ン
高
の
原

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

共
同
作
業
所
「
ヒ
ュ
ッ
テ
」

担
当
／
藤
澤

（
4

９
８-

３
４
６
０
）

（
Ｅ
メ
ー
ルh

u
g

g
e

@
tia

r
a

.

o
c
n

.n
e
.jp

)

　ストーマを造設された方やそのご家族を対象にした相
談会が開催されます。 
　相談は、医師や皮膚・排泄ケア認定看護師、社団法人
日本オストミー協会の担当役員を交え、気軽に相談して
いただけます。日ごろ困っている方や、専門的に医療相
談を受けたい方などは、ぜひご利用ください。 
 
�日　　程 

�時　　間　午後１時～３時 
�場　　所　(株)増田医科器械 ８階 相談室 
　　　　　　(京都市伏見区竹田藁屋町50番地＝地図) 

(竹田駅西口から市バス・京阪バスで「パル
スプラザ前」徒歩２分) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○問い合わせ 
(社)日本オストミー協会 京都府支部事務所〔(株)増田
医科器械内〕(4 075_623_7171・6 075_623_7136)

日　程 

　　７月10日(日) 
　　８月14日(日) 
　　９月11日(日) 
　　10月９日(日) 
　　11月13日(日) 
　　12月11日(日) 
来年１月８日(日) 
　　２月12日(日) 
　　３月11日(日)

担当顧問 

岡田 依子 

加藤 昌子 

小原 正宏 

岡田 依子 

加藤 昌子 

田中 豊子 

岡田 依子 

小原 正宏 

田中 豊子 

担当役員 

笹川(忠)
笹川(一)÷矢谷

河村

久我・矢谷

森村

久我・矢谷

森村

笹川(忠)÷矢谷
笹川(一)

竹
田 

至新祝園 

「パルスプラザ前」バス停 

コンビニ 

ここです 

至京都 

パ
ル
ス
プ
ラ
ザ 

京
セ
ラ
本
社 

阪
神
高
速
８
号
京
都
線 

名神高速道路 

24

精
華
町
精
神
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
事
業 

「
ひ
だ
ま
り
」
に
足
運
足
運
ん
で 
「
ひ
だ
ま
り
」
に
足
運
足
運
ん
で 
「
ひ
だ
ま
り
」
に
足
運
ん
で 

４月、けいはんな記念公園で
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